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Abstract※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日本語でまとめる場合には、要旨とする。
     Incidental vocabulary learning through reading has become a popular research topic recently. Some studies report that inferring the meaning of a word from its context plays an important role in building up... 
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1. はじめに
　語彙の学習は意図的学習 (intentional learning) と偶発的学習 (incidental learning) に大別される1。意図的...と定義される (Hatch and Brown, 1995) ...重視されるのはincidental learningである...

2. 方法
2.1 目的
　以上の先行研究の分析から，以下の2点を本研究の目的とする。

(1) 単文の中で手がかりの数を...

2.2 参加者
　首都圏の理工系大学の10の教養科目で...

3. 結果
　表1に示すように...

表1　語彙知識の記述統計 (N = 45)

	テスト     MPS    平均 (%)    標準偏差    幅 (%)

	


注　N = 45 (各群 n = 15). MPS = Maximum possible score

　図1が示すのは...

図1　熟達度レベル別相関
	


4．考察
(1) 本研究では...

5．結論
　語彙の学習は...

謝辞
　本研究のテストは...

注
1　より詳細は，Nation (2000) を参照のこと。
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資料
注

日本語題目：MS明朝，18ポイント，標準，中央揃え

英語題目：日本語題目から１行あけ，Times New Roman，14ポイント，標準，中央揃え

日本語氏名：英語題目から１行あけ，MS明朝，14ポイント，標準，中央揃え

日本語所属機関：MS明朝，12ポイント，標準，中央揃え

英語氏名：日本語所属機関から１行あけ，Times New Roman，14ポイント，標準，中央揃え

英語所属機関：Times New Roman，12ポイント，イタリック体，中央揃え

著者が複数の場合は，第1著者の日本語氏名，改行日本語所属，改行第2著者の日本語氏名，改行日本語所属...最終著者の日本語所属のあと１行あけて，第1著者の英語氏名，改行英語所属，改行第2著者の英語氏名，改行英語所属...とする．

要旨見出し：英語所属から１行あけ，Times New Roman，12ポイント，太字，中央揃え

要旨：要約見出しから１行あけ，Times New Roman，12ポイント，標準，両端揃え，インデント（ぶら下げ）は半角5文字　和文原稿の場合は，日本語と英語のどちらでもよい。
キーワード：要約から１行あけ，MS明朝，10.5ポイント，標準，3つから5つ程度，インデント（ぶら下げ）は半角5文字
見出し：MSゴシック，12ポイント，標準，中央揃え

小見出し：MSゴシック，12ポイント，標準，左寄せ

本文：見出しから１行あけ（小見出しからはあけない．「1. はじめに」，「2. 方法」，「2.1 目的の部分」を参照），MS明朝，10.5ポイント，標準両端揃え，インデント（ぶら下げ）は全角1文字

表：上下の罫線の太さは1ポイント，中の罫線の太さは0.5ポイント，縦の罫線は不使用，左寄せ

　日本語はMS明朝，10.5ポイント，英語はTimes New Roman,10.5ポイント

図：日本語はMS明朝，10.5ポイント，英語はTimes New Roman,10.5ポイント，左寄せ
引用文献：日本語はMS明朝，10.5ポイント，英語はTimes New Roman,10.5ポイント，左寄せ，インテンド（ぶら下げ）は全角2.5文字

